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研究プロジェクト 

 

▶ 2020 年度研究 ジェ ────────────────────── 

的 先 的ジェンダー研究を⽬指して 

ジェンダー研究所は 2015 年以来、グローバル⼥性リーダー育成研究機構の中 的な研究機関として
的ジェンダー研究に取り できた。その前 であるジェンダー研究セン ー時代は、21 世 COE

プログラム ジェンダー研究のフロン ィ 2003〜2007 年度 の成果をは めとして、 れた業
をあげた。ジェンダー研究所はこの研究成果を継 ・ させるとともに、 的な学 に られ
ない学際的で 的なジェンダー研究を し、 き続き 本のジェンダー研究の へ することを

指している。ジェンダー研究所は、 ジ にお るジェンダー研究の拠点を 指し、国際的な 同研
究と、その成果 を 的に進めており、 された研究成果は広く 会へ していく。 

 
先端研究 研究を ー  

ジェンダー研究所は 、 ・思 とジェンダー、 ⽣ ・ とジェンダー、
・移動とジェンダーの 3 つの において 研究を進めている。この は、 性を しな

がら 機的につながったプロジェクトであり、 的な研究成果を 成することを 的に 進されてお
り、今後も、学内研究 、 研究 、研究 ⼒ の ⼒を ながら、研究成果をあげていきたい。各
研究 にお る今年の成果として、研究会の実施、IGS セミナー実施、国際シンポジウムの実施、成
果 の 、国際 同研究や国際 ットワークの構 の実施が われた。今年は新型コロナウイル
ス感染症の ⼤により、 ジ ⼤学 ⼤学にお る ⽣交流など、国際的な ットワーク構 は例
年に⽐ て を せ るを なかったが、オンラインでの取り みによって ⼤ の成果をあげる
ことができた。また、研究所 ンバーらは のほか、オンラインでの学会 、 などを活
に った。 々のプロジェクトの研究成果については、本 17〜36 を していただきたい。 

ン ジ ー 研究 ジェンダー研究  
各研究 にお る の⾼いシンポジウムやセミナーの開催と、 ジェンダー研究 の により、

ジェンダー研究の成果 に⼒を⼊れた。 

のように今年は新型コロナウイルス感染症 ⼤により、国際シンポジウムやセミナーはす てオ
ンラインで実施することになった。い れの もオンラインであったことにより、研究者や⼤学 ⽣、
学 ⽣、 担当者、⼀ など、⾮常に 広い からたくさ の 者を ることができた。それ

れの は時 にあった ー であり、聴衆との も活 に われた。例年以上に研究成果を 会
的に することができたといえる。 

本研究所 の学 ジェンダー研究 は トランスジェンダーが うてきたこと の ー の下
で 23 を した。 23 は、 集 4 本と、 2 本、そして 5 本、 16 本
という構成において、2020 年 7 ⽉に された 本 108〜111 。お茶の⽔⼥⼦⼤学は 2020

年度からトランスジェンダー⼥性の⼊学 を めたが、この 題はイン ー ット上にトランス
の⾔ を き こしもした。 23 は ⼥性 というカ リーの 性を い すことに み み、
トランスジェンダー 不 可視 をめ る について た。この 題は、 本のジェンダー研究に
とって⾮常に重要な を⽰すものであり、お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所が 23 を した
ことの は⼤きいと える。  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

2020 年度研究 ジェ   
 

・思 とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
ジ にお るジェンダーと 研究 

IGS 研究プロジェクト 
ジ の 的⼥性運動 研究 

IGS 研究プロジェクト 
リ ラル・フェミ ムの  

学研究 研究 B 課題 18H00817  
⼥性の の 国会 ・ への ・ リング調査 

学研究 研究 C 課題 19K12604  
ジェンダークオー の 学 度 と  

学研究 研究 C 課題 19K01570  
1 世 リ ンにお る⼥性 の 利主 的フェミ ムの可能性 

 
⽣ ・ とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
⽣ とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
性と⽣ に関する教育と  

学研究 研究 C 課題 18K00034  
外国の ⼦ドナーの 名性と ⽣者の る 利の対 への対 に関する研究 

 
・移動とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
本と のジェンダー 本機能の と される 々 

IGS 研究プロジェクト 
国際 ⼒移動のジェンダー  

学研究 研究 A 課題 19H00607  
移 ⼊れ国 し国の 策 関 国際 会学からの⽐較研究 

学研究 研究 B 課題 20H01468  
新 ジ にお る の国際 業の成 とジェンダー 

学研究 研究 B 課題 19H01578  
⽣ の国際性 業にお る 本の 事・ 者の 的 と  

学研究 研究 C 課題 19K12603  
にお る移 ⼥性の ⽣ ⼒ 置 グローバル・シ ィ のジェンダー  

学研究 研究 C 課題 17K02067  
代インド シ にお る 移 ・ 事 者 の 容 
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研究プロジェクト 

・思 とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

ジ ジェンダー 研究 
研究担当 申 IGS 教授  

要  
ジ 地 はその の成果により国際的に されているが、 の 主 の は⼀

ではない。本研究プロジェクトでは、 本、 国、 の 主主 の り と 代 性の関 につ
いて、ジェンダー視点に した国際 同研究により⽐較 する。 を対 とした ン ート調
査、 、 、 会関 者へのイン ビ ーや 地でのフィールドワークを実施するほか、定
期的な国際シンポジウムや研究集会を開き、研究交流を 進する。 ジ 地 において、 代
性の 性 性が続く カ ムを らかにし、 度にお るジェンダー 性・多 性を実
させる 策も する。 

2020 年には カ国の ン ートの 果を した研究 を研究会 ンバーら が学
の 集として することを 指し、 オンライン研究会を実施した。また、前年度に始めた
ジ の MeToo 運動の広がりについての 同研究の成果を Politics & Gender に Special Symposium

として した。 研 C ジェンダークオー の 学 度 と 本 20 の
2 年 において 国のフィールドワークを したが、コロナ禍により海外 ができなかったため、
集めたデー を し、 を して International Political Science Review に した。 

そのほか、 ⼤学、国内学会において研究成果に対する や も多数 なった。 

研究内容・成果   

国際研究集会の開催 
East Asian Research Network on Gender and Diversity in Political 

Representation、オンライン開催、2020 年 11 ⽉ 13 、12 ⽉ 26  

シンポジウム登壇 

招待  

国フェミ ムの 世代 、⼀ ⽣活 策研究所主催
会運動の ⽣に向 て〜 国の ・⼥性・ 運動から学  

vol.1 国の⼥性運動活動 が る MeToo 運動 いかに 国⼥
性たちはつながり、たたかったのか  その と成果は 、オ
ンライン開催、2020 年 9 ⽉ 24  

学 への  

“Beyond #WithYou: The New Generation of Feminists and the #MeToo 

Movement in South Korea.” Politics & Gender 決定、2021 年
定  

学 への  

“It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public 

Funding on Political Parties and Women Candidates in South Korea.” 

International Political Science Review 査中  

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・思 とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 18H00817  

ン  

研究代 者 まり 上 ⼤学教授  

研究 担者 申 IGS 教授 、Noble Gregory ⼤学教授 、 

ス ィール 名 ⼤学 任 教授 、MCELWAIN KENNETH ⼤学教授  
⼤ ⼦ ⼤学教授  

期間 2018〜2020 年度 

要  

⼥性の に対する を国会 および主要 の への調査を通 て らか
にする。国際的な研究成果に いて、とりわ の 者リクルート ントと 決定過
に 点をあて、 調査と 関 者へのイン ビ ー調査を み わせ、 に関する ⼥ 、

、地 はどのように⾒られるかを する。 
2020 年はイ リスの Sarah Childs ロンドン⼤学教授を招聘してオンライン国際シンポジウムを開催

した。また、新 、⻑ の への リングを った 新 は 。さらに、上
⼤学にて地 や 会に関する研究会を数 開催した。 

国会 の地 活動を理 した Facetime に関する を 、修 を った。 

研究内容・成果   

国際シンポジウム 開催 
WondeR Women and Diversity in East asian political Representation  2020 
Seminar: Sarah Childs ロ ン ド ン ⼤ 学 教 授 の オ ン ラ イ ン 会
Democratic Representation を 開催、2020 年 11 ⽉ 13  

研究集会 開催 
地 会にお る⼥性の に関するオンライン研究会 を開催 

バナンス 集⻑  会改 と⼥性の
、2020 年 5 ⽉ 25  

研究集会 開催 
地 会にお る⼥性の に関するオンライン研究会 を開催 

⼦ 同通 者 ⼥性 期 の 、2021 年 2 ⽉
18  
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した。また、新 、⻑ の への リングを った 新 は 。さらに、上
⼤学にて地 や 会に関する研究会を数 開催した。 

国会 の地 活動を理 した Facetime に関する を 、修 を った。 

研究内容・成果   

国際シンポジウム 開催 
WondeR Women and Diversity in East asian political Representation  2020 
Seminar: Sarah Childs ロ ン ド ン ⼤ 学 教 授 の オ ン ラ イ ン 会
Democratic Representation を 開催、2020 年 11 ⽉ 13  

研究集会 開催 
地 会にお る⼥性の に関するオンライン研究会 を開催 

バナンス 集⻑  会改 と⼥性の
、2020 年 5 ⽉ 25  

研究集会 開催 
地 会にお る⼥性の に関するオンライン研究会 を開催 

⼦ 同通 者 ⼥性 期 の 、2021 年 2 ⽉
18  
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研究プロジェクト 

・思 とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19K12604  

ジェンダー ー 度  

研究代 者 申 IGS 教授  

期間 2019〜2021 年度 

要  

 本研究は、 会のジェンダー な代 性を するために導⼊されたジェンダー・クオー ⼥
性 者 当 の 果と、その 度が⼥性の 的代 性に ぼす影響を 国の事例により す
るものである。2 年 になる 2020 年度には、ジェンダー・クオー 度の 果をとりわ ⼥性 の

リ び 会活動を中 に することを 指した。しかし、コロナ感染 ⼤によって海外
ができなくなり、⼥性 に対する き取り調査は実施できなかった。その代わりにオンライン

デー 集、1 年 に 集したデー の を中 に研究を った。 のために にも⼒を
International Political Science Review に した。 

 また、海外学会が中 、 期となったため 通りの国際的な研究交流は進まなかったが、オンラ
インウェビナー等を通 て研究交流を続 ることができた。 

研究内容・成果   

研究交流 

WondeR Women and Diversity in East asian political Representation の
ンバー Chang-ling Hwang, Wanying Yang, Soohyun Kwon, Jinock Lee, 

Jackie Steele, Mari Miura とのオンラインによる国際研究交流、2020
年 11 ⽉ 13 、2020 年 12 ⽉ 26  

学 への  
“It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public 
Funding on Political Parties and Women Candidates in South Korea.” 
International Political Science Review 査中  

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・思 とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

ジ 的 研究 
研究担当 ⼤ IGS 教授  

要  
今 の⼥性運動は、 上や広場、 交通機関、⼤学 ンパス、 場、ジ ーナリ ム、 イバ

ー 間など、さま まな場で実 され、課題解決に向 た国際的 と クションを⽣み している。
本研究は ジ にお るそのような 的⼥性運動の 開について するものである。 的に
は 1 ILO 事 者のためのディーセント・ワークに関する 189 に関 する

運動、 2 事 をめ る⼥性たちの運動、 3 中国の⼥ 主 者たちのトランスローカル／
トランスナショナルな運動に を向 る。 

2020 年度は新型コロナウイルス感染の ⼤を 、中国の⼥ 主 者/ ーシ ルワーカーの
が でのロックダウンの 々を した をは めとして、ウェ や SNS にお る
フェミ ストたちの 動の を クストとして研究を進めた。この過 において られた ⾒をも
とに、6 ⽉にはパンデミックにともなう イシ ムの ⼤に を らす を f-visions に し
た。10 ⽉にはシンポジウム 開国の前 に つ⼥性たち 代の性 にお るイン ーナショナ
リ ィ をジェンダー 学会、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤ 研究 、 学 ⼤学国際 研究所
PRIME の 催において実施した。 

研究内容・成果   

 
⼤ これは のウイルス か  新型コロナウイルスと 中
国 の をめ って 、 ジ ⼥性 セン ー  o   世
界が⾒えるフェミ スト  1  pp.20-22、2020 年 6 ⽉ 

シンポジウム 催 

開国の前 に つ⼥性たち 代の性 にお るイン ーナシ
ョナリ ィ 、Zoom ウェビナー、2020 年 10 ⽉ 24 。ジェンダ
ー 学会、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤ 研究 、 学 ⼤学国際
研究所 PRIME の 催。当 は 会、登壇者とコ ン ー ーがお
茶の⽔⼥⼦⼤学国際交流 学⽣プラ に集 し、ライ で われる

び を Zoom で した。本研究担当者 ⼤ は、シンポジ
ウム の と進 の ポートにあたった。 
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研究プロジェクト 

・思 とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

ェ  

研究担当 井広 IGS 任  

要  
本研究プロジェクトの 的は、 ン ムやウルストンクラフト、J.S.ミルといった フェミ
ムあるいはリ ラル・フェミ ムの思 ・運動を することにある。リ ラリ ムの 私

を前 にしたリ ラル・フェミ ムは り えの対 でしかないという え が⼀ 的だが、
リ ラリ ムにおいて、 に対する 私 の は に 的 の 間であると 任されるので
はなく、不 が すれ ⼊が 当 される 間でもあった。本研究では、 ン ムの⼥性 に
関する 研究と、 ミルの The Subjection of Women, 1869 の クスト 解と ⼥性の 新 の

業を進め、リ ラル・フェミ ム の機運を り上げることを う。 

研究内容・成果   

会 

でオンライン 会を開き、J.S.ミル ⼥性の 3

の⼀ ⼀ の を み取り、当時の 会的 や の思 との関
などを ェックしつつ み進め、 を 成させた。 

IGS セミナー開催 

IGS セミナーとして、2021 年 1 ⽉ 22 に、 リ ンにお るフラン
ス バーク vs ウルストンクラフト を ・開催した。 本

66  

登壇者 者 者 後 ⼦ ⼤学 、 学
⼥⼦ 期⼤学 、 ⽔ ⼦ 学者   

登壇者 者 ⼤学 、 成 ⼤学  

会 井広 お茶の⽔⼥⼦⼤学 IGS  

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・思 とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19K01570  

ン 的 ェ
 

研究代 者 井広 IGS 任  

期間 2019〜2021 年度 

要  

本研究は に J. ン ムの⼥性 と を中 に、18〜19 世 の 利主 フェミ ムの を
らかにする。 来 過されがちであった 利主 学の 理とフェミ ム思 の関わりを らか

にするために、 ⼤多数の ⼤ を に 会改 を構 した ン ムが、各 の ⼤ の
ために、 性への 等な 利 、⼥性に 的な 会に する ⼒関 の改 、期 き
度の を主 するに った思 形成過 を する。このようにして ン ムの 利主 フェミ

ムを 新 ン ム 集 の 新 クストや の から 構成し、19 世 の多 なフェミ
ムに対する 利主 の思 的インパクトを らかにする。 

研究内容・成果   

 
ITAI Hiroaki, “Bentham on Self-interest: Institutional Control of Self-
interest”, eds, Susumu Egashira, Masanori Taishido, D. Wade Hands, Uskali 
Maeki A Genealogy of Self-Interest in Economics, Springer.2021 

 井広 ジェンダーと 等 ,新 ・ 上 ⼀ 等の 学⼊
会 , 2021 年 
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研究プロジェクト 

⽣ ・ とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

ジェンダー 

研究担当 IGS 任リ ー フェロー  

要  
⽣ は⼤きく まない や を するための ・ 中 、
・ を みながら通常の⽣ ではそれが わない者を するための 不 、

⽣ 、 ⽣まれてくる を する ⽣前 ・ み など の つに
ることができる。⽣ の進 はめ ましく、 者の精⼦や ⼦、代理 を利 した⽣

の ⾮について 会や 集 の間での が不 なまま、⼀ 会での利 が広まりつつ
ある。そこで 2020 年度は、 ⼦⾼ が進 する 本 会の中で、⼦どもを みながらもそれが
わない 々、 にその中でも⼦どもを まない⼥性への 会的 ⼒と、その⼀ で 々な理 で
のない⼦どもを ために 要の⾼まっている ⽣前 査や 前 に関 する 題に を向 、
研究をすすめた。 

研究内容・成果   

ン ロジープロジェクト
 

ルウェー 学 ⼤学 NTNU ジェンダー研究セン ーの Guro 

Korsnes Kristensen 教授と に、2021 年度に Routledge から 定の
Same but Different? Comparative Perspective on Gender Equality and 

Diversity in Japan and Norway の中の Chapter 12 “Public Discourses on 

Fertility and Family Planning in Japan and Norway”を 中 本 96

〜98 。 

オンライン研究会での  

 

国 精 ・ 研究セン ー 研究 研究プロジェクト
ジストロフィーの 症前・早期 および早期 にお る 理

的課題の 研究会 2021 年 2 ⽉ 23 にオンライン開催 におい
て、 を つ⼥性へのイン ビ ーを ースに、 性

の 症前・早期 ・ にお る課題 性 の⼥
性 者の を に という イトルで、 を つ⼥性
が ⽣前 査や 前 をどのようにとらえているかを 。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

⽣ ・ とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

 

研究担当 IGS 任リ ー フェロー  

要  

世界的に⼦どもへの性教育は不可 であるという が広まり、国 が している nternational 

ec nical Guidance on Se uality Education でも、 な性教育はリスクある性 動を させる 果が
あると られている。 本でも性教育の重要性が されるようになってきてはいるが、今なお、
性教育の中では⼥性の 性としての かりが 調され、多くの⼥性が⻑い年⽉にわたって
する⽉ についての 本的な ですら に教えられているとは⾔いがたい。また 年、6 に 1

が するという不 の 題についても、成 前に ⼥ わ 教育を通して っておく きが、そ
れが りないために、成 後に不 についての った に され、 する も なくない。初

年 、 ⼀⼦の 年 が⾼ する 本で、不 に する が え、不 への対 として わ
れる⽣ の デー も たちだ に活 されるものではなくなってきている。こうし
たデー の 集・ 理、 開⽰のありかたや、⼀ の たちがそうした をどう み取り、 ⽣
の決定の中で活 するかが重要になってきている。本研究プロジェクトではそうした性と⽣ に関す
る教育と のあり 等について、国外研究者と交流を通して研究に取り でいる。また教

の 担 ・ を通して、 い世代への⽣ に関する教育にも取り だ。 

研究内容・成果   

セミナー ・運  

2020 年 7 ⽉ 16 、 のインフラストラク ーとしての デ
ー ⽣ ART の 果登 に対するフェミ ス
ト プロー を ー に、国 ⼤学の リン・ウー教授を招
いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催 本 51 。

については、IGS Project Series 18 IGS 国際セミナー ⽣
に 本 112 。 

セミナー ・運  

2020 年 11 ⽉ 21 、 ⽉ 教育と⼥性の⽣ の を ー に、
ワイ⼤学の Maura Stephens-Chu 、 ⼤学の ⼦教授
を招いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催 本 62

。 については、IGS Project Series 18 IGS 国際セミナー ⽣
に 本 112 。 

教 担 ・  
 ⽣ の始期をめ る 理 ⼦、 、 学

のための事例で学 理学 2020 年 4 ⽉ 、pp. 26-45. 
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研究プロジェクト 

⽣ ・ とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

ジェンダー 

研究担当 IGS 任リ ー フェロー  

要  
⽣ は⼤きく まない や を するための ・ 中 、
・ を みながら通常の⽣ ではそれが わない者を するための 不 、

⽣ 、 ⽣まれてくる を する ⽣前 ・ み など の つに
ることができる。⽣ の進 はめ ましく、 者の精⼦や ⼦、代理 を利 した⽣

の ⾮について 会や 集 の間での が不 なまま、⼀ 会での利 が広まりつつ
ある。そこで 2020 年度は、 ⼦⾼ が進 する 本 会の中で、⼦どもを みながらもそれが
わない 々、 にその中でも⼦どもを まない⼥性への 会的 ⼒と、その⼀ で 々な理 で
のない⼦どもを ために 要の⾼まっている ⽣前 査や 前 に関 する 題に を向 、
研究をすすめた。 

研究内容・成果   

ン ロジープロジェクト
 

ルウェー 学 ⼤学 NTNU ジェンダー研究セン ーの Guro 

Korsnes Kristensen 教授と に、2021 年度に Routledge から 定の
Same but Different? Comparative Perspective on Gender Equality and 

Diversity in Japan and Norway の中の Chapter 12 “Public Discourses on 

Fertility and Family Planning in Japan and Norway”を 中 本 96

〜98 。 

オンライン研究会での  

 

国 精 ・ 研究セン ー 研究 研究プロジェクト
ジストロフィーの 症前・早期 および早期 にお る 理

的課題の 研究会 2021 年 2 ⽉ 23 にオンライン開催 におい
て、 を つ⼥性へのイン ビ ーを ースに、 性

の 症前・早期 ・ にお る課題 性 の⼥
性 者の を に という イトルで、 を つ⼥性
が ⽣前 査や 前 をどのようにとらえているかを 。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

⽣ ・ とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  

 

研究担当 IGS 任リ ー フェロー  

要  

世界的に⼦どもへの性教育は不可 であるという が広まり、国 が している nternational 

ec nical Guidance on Se uality Education でも、 な性教育はリスクある性 動を させる 果が
あると られている。 本でも性教育の重要性が されるようになってきてはいるが、今なお、
性教育の中では⼥性の 性としての かりが 調され、多くの⼥性が⻑い年⽉にわたって
する⽉ についての 本的な ですら に教えられているとは⾔いがたい。また 年、6 に 1

が するという不 の 題についても、成 前に ⼥ わ 教育を通して っておく きが、そ
れが りないために、成 後に不 についての った に され、 する も なくない。初

年 、 ⼀⼦の 年 が⾼ する 本で、不 に する が え、不 への対 として わ
れる⽣ の デー も たちだ に活 されるものではなくなってきている。こうし
たデー の 集・ 理、 開⽰のありかたや、⼀ の たちがそうした をどう み取り、 ⽣
の決定の中で活 するかが重要になってきている。本研究プロジェクトではそうした性と⽣ に関す
る教育と のあり 等について、国外研究者と交流を通して研究に取り でいる。また教

の 担 ・ を通して、 い世代への⽣ に関する教育にも取り だ。 

研究内容・成果   

セミナー ・運  

2020 年 7 ⽉ 16 、 のインフラストラク ーとしての デ
ー ⽣ ART の 果登 に対するフェミ ス
ト プロー を ー に、国 ⼤学の リン・ウー教授を招
いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催 本 51 。

については、IGS Project Series 18 IGS 国際セミナー ⽣
に 本 112 。 

セミナー ・運  

2020 年 11 ⽉ 21 、 ⽉ 教育と⼥性の⽣ の を ー に、
ワイ⼤学の Maura Stephens-Chu 、 ⼤学の ⼦教授
を招いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催 本 62

。 については、IGS Project Series 18 IGS 国際セミナー ⽣
に 本 112 。 

教 担 ・  
 ⽣ の始期をめ る 理 ⼦、 、 学

のための事例で学 理学 2020 年 4 ⽉ 、pp. 26-45. 
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研究プロジェクト 

⽣ ・ とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究  課題 18K00034  

ー
研究 

研究代 者 IGS 任リ ー フェロー  

期間 2018〜2020 年度 

要  

本の精⼦ はこれまで 名で実施されてきた。 年、 ⼦ にも が集まる中、ドナーの
名性の ⾮について される機会がこれまで以上に えると される。本研究は国内での

に向 て、 ⽣者の を る 利を で する国について、 定までにどのような があっ
たか、および 施 後の状況を らかにするものである。 
研究内容・成果   

研プロジェクト関 デー
の 集 

外国の ⼦での ⽣者の る 利を する国について
調査を実施。 に ルウェーの 地 ディ のデー 等を ルウ

ェーの研究者から を ながら 集 

ン ロジープロジェクト
 

ルウェー 学 ⼤学 NTNU ジェンダー研究セン ーの Merete Lie

教授と に、2021 年度に Routledge から 定の Same but Different? 

Comparative Perspective on Gender Equality and Diversity in Japan and Norway

の中の Chapter 13 “Assisted Reproduction with Donated Eggs/Sperm in Norway 

and Japan”を 中 本 96〜98 。 

を 同  

スウィンバーン ⼤学の Debora Dempsey 教授と、ラ・トロー ⼤学
の Fiona Kelly 教授が 者の Donor lin ed families in t e di ital a e  

elatedness and re ulation を、Cambridge University Press から 2021 年度に
定。 者を 、世界中のこの 題に取り 研究者 15 オ

ーストラリ 、イ リス、 リカ、オランダ、 ージーランド、中国
の⼤学や研究機関の研究者 との 同 であり、その中の 1 を担当
し、Challenges to donor anonymity in Japan という イトルで 中。 

オンラインセミナーでの  

学 ⼤学の あ み教授が研究代 者をつとめる研究課題 ⽣
の利 にお る 学 会 学研究 研

B:20H01408 で 2021 年 2 ⽉ 11 に開催されたオンラインセミナーで、
ー を る 利をめ る世界各地の 度とその運 を 。

Youtube で を https://www.youtube.com/watch?v=XScj5RKpNQg 。 

セミナー ・運  

2020 年 9 ⽉ 9 、 精⼦・ ⼦による くりとドナーリ
ン ング 者 し を ー に、スウィンバーン ⼤学の
Debora Dempsey 教授を招いて IGS 国際セミナーをオンライン開催

本 55 。 については IGS Project Series 18 IGS 国
際セミナー ⽣ に 本 112 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

研究プロジェクト 事業報告 

ジェンダー 
「 ジェンダー」の研究プロジェクト ローバ の の

の クロ 人 の

クロ の ロー

法 度 人 の ト ーク メ の の

ジェンダー  

2020 年度 ロ の の

本研究プロジェクト 1 年 大の

ク お 学 事

ン ン の研究

ント  

9 本 ェ ト 学 2020 年度大 の 「

の 規 」 研究 B 「 ジ お

 IT-BPO の国 業の成立 ジェンダー」 研究 C 「 お

女 の   「 ローバ 」のジェンダー 」の

お 2019 年度の事業報告書 2020 年 2

本プロジェクトメンバーの大 子 の IGS の研究

の 事 の国 学 ー ント ーク

人 書 2020 年 11

IGS ー「 事 の国 学 」 本プ

ロジェクトの 立 子 お茶の水女子大学 子 大

立大学 参  
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研究プロジェクト 

⽣ ・ とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究  課題 18K00034  

ー
研究 

研究代 者 IGS 任リ ー フェロー  

期間 2018〜2020 年度 

要  

本の精⼦ はこれまで 名で実施されてきた。 年、 ⼦ にも が集まる中、ドナーの
名性の ⾮について される機会がこれまで以上に えると される。本研究は国内での

に向 て、 ⽣者の を る 利を で する国について、 定までにどのような があっ
たか、および 施 後の状況を らかにするものである。 
研究内容・成果   

研プロジェクト関 デー
の 集 

外国の ⼦での ⽣者の る 利を する国について
調査を実施。 に ルウェーの 地 ディ のデー 等を ルウ

ェーの研究者から を ながら 集 

ン ロジープロジェクト
 

ルウェー 学 ⼤学 NTNU ジェンダー研究セン ーの Merete Lie

教授と に、2021 年度に Routledge から 定の Same but Different? 

Comparative Perspective on Gender Equality and Diversity in Japan and Norway

の中の Chapter 13 “Assisted Reproduction with Donated Eggs/Sperm in Norway 

and Japan”を 中 本 96〜98 。 

を 同  

スウィンバーン ⼤学の Debora Dempsey 教授と、ラ・トロー ⼤学
の Fiona Kelly 教授が 者の Donor lin ed families in t e di ital a e  

elatedness and re ulation を、Cambridge University Press から 2021 年度に
定。 者を 、世界中のこの 題に取り 研究者 15 オ

ーストラリ 、イ リス、 リカ、オランダ、 ージーランド、中国
の⼤学や研究機関の研究者 との 同 であり、その中の 1 を担当
し、Challenges to donor anonymity in Japan という イトルで 中。 

オンラインセミナーでの  

学 ⼤学の あ み教授が研究代 者をつとめる研究課題 ⽣
の利 にお る 学 会 学研究 研

B:20H01408 で 2021 年 2 ⽉ 11 に開催されたオンラインセミナーで、
ー を る 利をめ る世界各地の 度とその運 を 。

Youtube で を https://www.youtube.com/watch?v=XScj5RKpNQg 。 

セミナー ・運  

2020 年 9 ⽉ 9 、 精⼦・ ⼦による くりとドナーリ
ン ング 者 し を ー に、スウィンバーン ⼤学の
Debora Dempsey 教授を招いて IGS 国際セミナーをオンライン開催

本 55 。 については IGS Project Series 18 IGS 国
際セミナー ⽣ に 本 112 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

研究プロジェクト 事業報告 

ジェンダー 
「 ジェンダー」の研究プロジェクト ローバ の の

の クロ 人 の

クロ の ロー

法 度 人 の ト ーク メ の の

ジェンダー  

2020 年度 ロ の の

本研究プロジェクト 1 年 大の

ク お 学 事

ン ン の研究

ント  

9 本 ェ ト 学 2020 年度大 の 「

の 規 」 研究 B 「 ジ お

 IT-BPO の国 業の成立 ジェンダー」 研究 C 「 お

女 の   「 ローバ 」のジェンダー 」の

お 2019 年度の事業報告書 2020 年 2

本プロジェクトメンバーの大 子 の IGS の研究

の 事 の国 学 ー ント ーク

人 書 2020 年 11

IGS ー「 事 の国 学 」 本プ

ロジェクトの 立 子 お茶の水女子大学 子 大

立大学 参  

ジェンダー2020事業報告書cc2018.indd   29 2021/09/09   12:24:01



研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  
ジェンダー

 

研究担当 理⼦ IGS 研究  

ンバー ⼤ IGS 教授 、 井広 IGS 任  

要  

 本プロジェクト 本と のジェンダー 本機能の と される 々 は、グロ
ーバル 機以 の 本の中 機能の を する。 ス ・ ッセンの expulsions

に して、 来の の や ／ の では 不能な の 常態 をジェ
ンダー の視点から う。 

研究内容・成果   

研究会の開催 

フェミ スト視点から 学の重要 を する研究会を⽉
に 1 度、⾮ 開で った。い れも Zoom による開催であり、 ンバ
ーのほか⼤学 ⽣やポスドク研究者 名が した 2020 年 8 ⽉
25 、9 ⽉ 29 、10 ⽉ 20 、11 ⽉ 17 、12 ⽉ 22 、1 ⽉ 26 、
2 ⽉ 16 、3 ⽉ 23 。 

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 20H01468  

ジ 業 ジェンダー 

研究代 者 早 ⼤学教授  

研究 担者 ⼤ IGS 教授 、 理⼦ IGS 研究  

⼤学研究 、 ⼤学 任 教  

期間 2020〜2022 年度 

要  

本 同研究は、IT-BPO の実 研究と国際⽐較によって、 ジ についての新しい国際 学を
構 するものである。 的には IT-BPO 業の新国際 業の成 にともなう⼥性の ⼒の 置
と、成⻑の果実としての中間 の成⻑と 、 の進 、さらにはこうした 会の 容が、
各国の 主主 に える影響を国際⽐較から する。 

研究内容・成果   

シンポジウム ・登壇 

という 的 の 取と⾮ 本フェ
ミ スト 学会 2020 年度⼤会 通 題 、 研究 B 新 ジ

にお る IT-BPO の国際 業の成 とジェンダー 、 研究 C
にお る移 ⼥性の ⽣ ⼒ 置 グローバル・シ ィ

のジェンダー 研究代 ⼤ 、本 33 後 。
Zoom ウェビナー、2020 年 9 ⽉ 13 。コロナ禍において の
重要性がこれまで以上に 度をもって められているなか、当
シンポジウムには 128 名が した。 

研究会活動 

2 にわたって研究会をおこなった。1 の研究会 2020 年 2 ⽉ 17
では 新 お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤学 が研究 を った。
において は、中国・⼤ の⼤学において 本 あるいは フ

トウェ 開 と 本 の を した⼥⼦学⽣たちが、 ービス・
ウト ーシング 業にどのように 置されているかをイン ビ

ー調査の成果を通 て した。2 の研究会 3 ⽉ 2 では
⼦ 外国 ⼤学 が、国際 学の視点から BPO

業の動向について解 した。い れの研究会も⾮ 開であり、Zoom
で実施された。 者は研究会 ンバーと⼤学 ⽣ 名であった
が、活 な をおこなうことができた。 

 
フィリピンにお る IT-BPO 業の成⻑と⼥性の き の

、 本フェミ スト 学会 会とジェンダー 5 、
pp.3-27. 2020 年 
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  
ジェンダー

 

研究担当 理⼦ IGS 研究  

ンバー ⼤ IGS 教授 、 井広 IGS 任  

要  

 本プロジェクト 本と のジェンダー 本機能の と される 々 は、グロ
ーバル 機以 の 本の中 機能の を する。 ス ・ ッセンの expulsions

に して、 来の の や ／ の では 不能な の 常態 をジェ
ンダー の視点から う。 

研究内容・成果   

研究会の開催 

フェミ スト視点から 学の重要 を する研究会を⽉
に 1 度、⾮ 開で った。い れも Zoom による開催であり、 ンバ
ーのほか⼤学 ⽣やポスドク研究者 名が した 2020 年 8 ⽉
25 、9 ⽉ 29 、10 ⽉ 20 、11 ⽉ 17 、12 ⽉ 22 、1 ⽉ 26 、
2 ⽉ 16 、3 ⽉ 23 。 

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 
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ジ 業 ジェンダー 

研究代 者 早 ⼤学教授  

研究 担者 ⼤ IGS 教授 、 理⼦ IGS 研究  

⼤学研究 、 ⼤学 任 教  

期間 2020〜2022 年度 

要  

本 同研究は、IT-BPO の実 研究と国際⽐較によって、 ジ についての新しい国際 学を
構 するものである。 的には IT-BPO 業の新国際 業の成 にともなう⼥性の ⼒の 置
と、成⻑の果実としての中間 の成⻑と 、 の進 、さらにはこうした 会の 容が、
各国の 主主 に える影響を国際⽐較から する。 

研究内容・成果   

シンポジウム ・登壇 

という 的 の 取と⾮ 本フェ
ミ スト 学会 2020 年度⼤会 通 題 、 研究 B 新 ジ

にお る IT-BPO の国際 業の成 とジェンダー 、 研究 C
にお る移 ⼥性の ⽣ ⼒ 置 グローバル・シ ィ

のジェンダー 研究代 ⼤ 、本 33 後 。
Zoom ウェビナー、2020 年 9 ⽉ 13 。コロナ禍において の
重要性がこれまで以上に 度をもって められているなか、当
シンポジウムには 128 名が した。 

研究会活動 

2 にわたって研究会をおこなった。1 の研究会 2020 年 2 ⽉ 17
では 新 お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤学 が研究 を った。
において は、中国・⼤ の⼤学において 本 あるいは フ

トウェ 開 と 本 の を した⼥⼦学⽣たちが、 ービス・
ウト ーシング 業にどのように 置されているかをイン ビ

ー調査の成果を通 て した。2 の研究会 3 ⽉ 2 では
⼦ 外国 ⼤学 が、国際 学の視点から BPO

業の動向について解 した。い れの研究会も⾮ 開であり、Zoom
で実施された。 者は研究会 ンバーと⼤学 ⽣ 名であった
が、活 な をおこなうことができた。 

 
フィリピンにお る IT-BPO 業の成⻑と⼥性の き の

、 本フェミ スト 学会 会とジェンダー 5 、
pp.3-27. 2020 年 
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19H01578  

業 事
的  

研究代 者 定 ⼥学 ⼤学教授  

研究 担者 フェリス⼥学 ⼤学教授 、⼤ IGS 教授  

⼦ IGS 任リ ー フェロー 、 るり ⼤学教授  
⼥⼦⼤学 教授  

期間 2019〜2021 年度 

要  

本研究は、 ⽣ の国際 業が進 する 本において、 の 点に 点を当て実 的に す
る。 ⼀に 的視点からの 主 業 者の⾮対 的な関 、 に 事・ 者
が する 定的 会関 本から する や集 による、 者を取り く 度の 容。 

研究内容・成果   

 
⼦, な ジ カル で 事 者として くのか インド

シ にお る 成⻑と 移 事 者の 会とジ
ェンダー 本フェミ スト 学会 5 、2020 年、pp.29-48. 

IGS セミナー ・運  

事 の国際 会学 を 2020 年 11 ⽉ 15 、オンライン
開催 。 るり ⼤学 を 者とする 事 の国際

会学 ディーセント・ワークを めて の
に わせ、11 名の 者 が し、 理⼦ お茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名
誉教授・同⼤学 研究 が を った。 本 59  

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19K12603  

ー
ジェンダー  

研究代 者 ⼤ IGS 教授  

期間 2019〜2021 年度 

要  

 本研究は、 会において なる移 ⼥性による ⽣ ⼒がどのように 置されてきたか
を、中国 事 者と外国 事 者およびその 主を対 としたオーラル・ ストリーの
き取りから らかにするものである。 が 向 業 から ジ の ・ 易 ービス
の中 を成す グローバル・シ ィ へと した時期は、外国 の 事 者の ⼊れが ⼤し
ていくとともに、主に広 に をもつ中国 ⼥性の ⼒ 置に が⽣ た時期と重なる。
1980 年代 から今 までの の 会 構 の 動において、トランスナショナルにあるいはト
ランスローカルに移動して 事 者になった⼥性たちはどのように ⼊れられたのか。 なる

の担い⼿たち 移 ⼥性 と ⼿たち 主 の の を通 て の ⽣ の
をとらえたい。 

 2020 年度はコロナ禍のために 地での調査が実 できていないが、前年度に った ーカイ 調
査の を進めている。また 2020 年 2 ⽉に より 事 の国際 会学 ディーセント・
ワークを めて が されたことを て われた IGS セミナーでは、 にお る 年の

運動の を めて を った。 本 59  

研究内容・成果   

IGS セミナー ・運  

事 の国際 会学 を 2020 年 11 ⽉ 15 、オンライン
開催 。 るり ⼤学 を 者とする 事 の国際

会学 ディーセント・ワークを めて の
に わせ、11 名の 者 が し、 理⼦ お茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名
誉教授・同⼤学 研究 が を った。 本 59  
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19H01578  

業 事
的  

研究代 者 定 ⼥学 ⼤学教授  

研究 担者 フェリス⼥学 ⼤学教授 、⼤ IGS 教授  

⼦ IGS 任リ ー フェロー 、 るり ⼤学教授  
⼥⼦⼤学 教授  

期間 2019〜2021 年度 

要  

本研究は、 ⽣ の国際 業が進 する 本において、 の 点に 点を当て実 的に す
る。 ⼀に 的視点からの 主 業 者の⾮対 的な関 、 に 事・ 者
が する 定的 会関 本から する や集 による、 者を取り く 度の 容。 

研究内容・成果   

 
⼦, な ジ カル で 事 者として くのか インド

シ にお る 成⻑と 移 事 者の 会とジ
ェンダー 本フェミ スト 学会 5 、2020 年、pp.29-48. 

IGS セミナー ・運  

事 の国際 会学 を 2020 年 11 ⽉ 15 、オンライン
開催 。 るり ⼤学 を 者とする 事 の国際

会学 ディーセント・ワークを めて の
に わせ、11 名の 者 が し、 理⼦ お茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名
誉教授・同⼤学 研究 が を った。 本 59  

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19K12603  

ー
ジェンダー  

研究代 者 ⼤ IGS 教授  

期間 2019〜2021 年度 

要  

 本研究は、 会において なる移 ⼥性による ⽣ ⼒がどのように 置されてきたか
を、中国 事 者と外国 事 者およびその 主を対 としたオーラル・ ストリーの
き取りから らかにするものである。 が 向 業 から ジ の ・ 易 ービス
の中 を成す グローバル・シ ィ へと した時期は、外国 の 事 者の ⼊れが ⼤し
ていくとともに、主に広 に をもつ中国 ⼥性の ⼒ 置に が⽣ た時期と重なる。
1980 年代 から今 までの の 会 構 の 動において、トランスナショナルにあるいはト
ランスローカルに移動して 事 者になった⼥性たちはどのように ⼊れられたのか。 なる

の担い⼿たち 移 ⼥性 と ⼿たち 主 の の を通 て の ⽣ の
をとらえたい。 

 2020 年度はコロナ禍のために 地での調査が実 できていないが、前年度に った ーカイ 調
査の を進めている。また 2020 年 2 ⽉に より 事 の国際 会学 ディーセント・
ワークを めて が されたことを て われた IGS セミナーでは、 にお る 年の

運動の を めて を った。 本 59  

研究内容・成果   

IGS セミナー ・運  

事 の国際 会学 を 2020 年 11 ⽉ 15 、オンライン
開催 。 るり ⼤学 を 者とする 事 の国際

会学 ディーセント・ワークを めて の
に わせ、11 名の 者 が し、 理⼦ お茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名
誉教授・同⼤学 研究 が を った。 本 59  
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  
ジェンダー  

研究担当 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

要  
国際 ⼒移動は、グローバルな 状況や ⼊国にお る移 策のみなら 、 し国の

、 、 といった 々の要 に 定される。本研究では、 つの事例研究から、 し国か
らみた国際 ⼒移動を える。 的には、 間の ⼒移動、 2019 年インド シ

⼤ 、 にお る海外 策の 点 。 

研究内容・成果   

IGS セミナー ・運  

国移 理 ジーム下でのトランスナショナルな 会 間の
2020 年 7 ⽉ 25 、オンライン開催 。 国では、移 の

が 1990 年代後 より する⼀ で、 定の を たした移
を の対 から 外し、 定的な就 を する 的

プログラムも実施されてきた。このような と を せ つ 移
理 ジーム によって、移 とその が形成するトランスナシ

ョナルな 会 間はどのように されているのか。 国と シコ
同 にお る 的 をめ る世代とジェンダーの

に して た。 本 53  

IGS セミナー ・運  

事 の国際 会学 を 2020 年 11 ⽉ 15 、オンライン
開催 。 るり ⼤学 を 者とする 事 の国際

会学 ディーセント・ワークを めて の
に わせ、11 名の 者 が し、 理⼦ お茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名
誉教授・同⼤学 研究 が を った。 本 59  

IGS セミナー ・運  

Organizing Domestic Workers in Indonesia 2021 年 2 ⽉ 6 、オンライ
ン開催 。インド シ において 事 者の を 進してきた
Jala PRT のナショナル・コーディ ー ーである Lita Anggraini よ
り、 についての をいただき、17 年以上継続 になっ
ている 事 者 をめ る 状について 学の 点から
Ani Widyani Soetjipto に いただいた。 本 68  

ック ット  

2019 年度開催 IGS セミナー Gender and Politics in Indonesia: Analysis of 
2019 General Election” Ani Widyani Soetjipto・インド シ ⼤
学教 にお る を し、 ジ にお るジェンダー
と booklet series 3 & IGS project series 19 として した。題
ジェンダー・ ・⼥性の 的代 性 2019 年インド シ

に関する 本 112  

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19H00607  

し 研
究 
研究代 者 井 ⼀ ⼤学教授  

研究 担者 るり ⼤学教授 、上 ⼦ ⼤学教授   

⽊ 理⼦ 国 ⼤学教授 、 ⼤学教授  
⼤ ⼤学等研究 、 利 ⼦ 関 ⼤学教授  

定 ⼥学 ⼤学教授 、 ⼦ ⼤学教授  
⼦ 同 ⼤学教授 、 ⼥学 ⼤学教授  

利さとみ さとみ 成 ⼤学研究 、 ⼤学  
井 ⼦ 国際教 ⼤学 教 、 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

期間 2019〜2021 年度 

要  

本研究は、移 をめ る 題を、 ⼊れ国および し国にお る 策の動的 関が ぼす影
響から する。 担者は、インド シ の海外 策 を担当している。 

2020 年度は、コロナ禍のため 地調査がかなわ 、当初の研究 から⼤ な を られ、オン
ラインでの ン ート調査、イン ビ ー調査を実施した。 
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 ジェ  
ジェンダー  

研究担当 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

要  
国際 ⼒移動は、グローバルな 状況や ⼊国にお る移 策のみなら 、 し国の

、 、 といった 々の要 に 定される。本研究では、 つの事例研究から、 し国か
らみた国際 ⼒移動を える。 的には、 間の ⼒移動、 2019 年インド シ

⼤ 、 にお る海外 策の 点 。 

研究内容・成果   

IGS セミナー ・運  

国移 理 ジーム下でのトランスナショナルな 会 間の
2020 年 7 ⽉ 25 、オンライン開催 。 国では、移 の

が 1990 年代後 より する⼀ で、 定の を たした移
を の対 から 外し、 定的な就 を する 的

プログラムも実施されてきた。このような と を せ つ 移
理 ジーム によって、移 とその が形成するトランスナシ

ョナルな 会 間はどのように されているのか。 国と シコ
同 にお る 的 をめ る世代とジェンダーの

に して た。 本 53  

IGS セミナー ・運  

事 の国際 会学 を 2020 年 11 ⽉ 15 、オンライン
開催 。 るり ⼤学 を 者とする 事 の国際

会学 ディーセント・ワークを めて の
に わせ、11 名の 者 が し、 理⼦ お茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS 研究 び ⼦ ⼤ ⼤学名
誉教授・同⼤学 研究 が を った。 本 59  

IGS セミナー ・運  

Organizing Domestic Workers in Indonesia 2021 年 2 ⽉ 6 、オンライ
ン開催 。インド シ において 事 者の を 進してきた
Jala PRT のナショナル・コーディ ー ーである Lita Anggraini よ
り、 についての をいただき、17 年以上継続 になっ
ている 事 者 をめ る 状について 学の 点から
Ani Widyani Soetjipto に いただいた。 本 68  

ック ット  

2019 年度開催 IGS セミナー Gender and Politics in Indonesia: Analysis of 
2019 General Election” Ani Widyani Soetjipto・インド シ ⼤
学教 にお る を し、 ジ にお るジェンダー
と booklet series 3 & IGS project series 19 として した。題
ジェンダー・ ・⼥性の 的代 性 2019 年インド シ

に関する 本 112  

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 19H00607  

し 研
究 
研究代 者 井 ⼀ ⼤学教授  

研究 担者 るり ⼤学教授 、上 ⼦ ⼤学教授   

⽊ 理⼦ 国 ⼤学教授 、 ⼤学教授  
⼤ ⼤学等研究 、 利 ⼦ 関 ⼤学教授  

定 ⼥学 ⼤学教授 、 ⼦ ⼤学教授  
⼦ 同 ⼤学教授 、 ⼥学 ⼤学教授  

利さとみ さとみ 成 ⼤学研究 、 ⼤学  
井 ⼦ 国際教 ⼤学 教 、 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

期間 2019〜2021 年度 

要  

本研究は、移 をめ る 題を、 ⼊れ国および し国にお る 策の動的 関が ぼす影
響から する。 担者は、インド シ の海外 策 を担当している。 

2020 年度は、コロナ禍のため 地調査がかなわ 、当初の研究 から⼤ な を られ、オン
ラインでの ン ート調査、イン ビ ー調査を実施した。 
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 17K02067  

ン 事  

研究代 者 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

期間 2017〜2020 年度 

要  

本研究は、インド シ にお る 移 ・ 事 者 の 容を、移 策および国内 事 者
の 形態の から する。 

本研究の 年度にあたる 2020 年度は、3 年 までに られた ⾒を学会 にて した。また、
インド シ 国内 事 者へのコロナ禍の影響を、グーグルフ ームを いた ン ート調査、そ
して zoom などオンラインによるイン ビ ー調査から らかにし、その 果を学会 に し
た。 

研究内容・成果   

 
⼦, な ジ カル で 事 者として くのか インド

シ にお る 成⻑と 移 事 者の 会とジ
ェンダー 本フェミ スト 学会 5 、2020 年、pp. 29-48. 

研究会ディスカッ ント 

⼦, Masako Ishii, Naomi Hosoda eds., 2019, Asian Migrant Workers 
in the Arab Gulf States: The Growing Foreign Population and Their Lives, 
Brill Academic Publication. 会 、イン ー ジ なイスラームとジ
ェンダー・プロジェクト イスラーム・ジェンダー学 研 2020 年
12 ⽉ 10 、オンライン開催  

 ⼦・ ⼦, ジェンダーと開 成 . 286 , 4 、
5 、 6 担当 、2021 年 定 
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研究プロジェクト 

・移動とジェンダー 研究プロジェクト 

研究 研究 課題 17K02067  

ン 事  

研究代 者 ⼦ IGS 任リ ー フェロー  

期間 2017〜2020 年度 

要  

本研究は、インド シ にお る 移 ・ 事 者 の 容を、移 策および国内 事 者
の 形態の から する。 

本研究の 年度にあたる 2020 年度は、3 年 までに られた ⾒を学会 にて した。また、
インド シ 国内 事 者へのコロナ禍の影響を、グーグルフ ームを いた ン ート調査、そ
して zoom などオンラインによるイン ビ ー調査から らかにし、その 果を学会 に し
た。 

研究内容・成果   

 
⼦, な ジ カル で 事 者として くのか インド

シ にお る 成⻑と 移 事 者の 会とジ
ェンダー 本フェミ スト 学会 5 、2020 年、pp. 29-48. 

研究会ディスカッ ント 

⼦, Masako Ishii, Naomi Hosoda eds., 2019, Asian Migrant Workers 
in the Arab Gulf States: The Growing Foreign Population and Their Lives, 
Brill Academic Publication. 会 、イン ー ジ なイスラームとジ
ェンダー・プロジェクト イスラーム・ジェンダー学 研 2020 年
12 ⽉ 10 、オンライン開催  

 ⼦・ ⼦, ジェンダーと開 成 . 286 , 4 、
5 、 6 担当 、2021 年 定 

 

�

�

�

�

�

�

�

���� ᖺᗘእ㒊㈨㔠⋓ᚓ≧ἣ�

Ꮫ➼άື୍ぴ�

�

�

 

  

ジェンダー2020事業報告書cc2018.indd   37 2021/09/09   12:24:03



 2020 年度 ─────────────────── 

的研究  

国際的研究拠点形成のための 同研究や 携プロジェクトの実施のための研究 は、ジェンダー研
究所の研究 形成のために かせない。お茶の⽔⼥⼦⼤学グローバル⼥性リーダー育成研究機構や研
究所の 通課題に え、研究所所 の教 び研究者は、 に 研究課題を 定し、多くの外

を して研究活動を っている。国際 ⼒プロジェクトとしては、2019 年度に ルウェーリ ー
カウンシル国際 同研究 成 INTPART を て開始した ルウェー 学 ⼤学とジェンダー研
究所の国際 同研究 ジェンダー 等／ダイバーシ ィ ルウェー・ 本 同研究 があり、 成
を活 しながら 2020 年度も国際 同研究を 開している。 

また 2020 年度、国内 ⼤の 学研究 機構、 本学 会 JSPS に新 に された 学研究
研究 B 課題 20H01468 新 ジ にお る IT-BPO の国際 業の成 とジェンダー 研

究 担者 ⼤ 、 理⼦ に え、JSPS の継続 研究プロジェクトが 8 あり、 9 の
研究プロジェクトが JSPS の研究 を活 しながら進 している。このうち はジェンダー研究所
内教 等研究者が研究代 者をつとめている。研究所内教 等研究者が研究代 をつとめるプロジェク
トは、 学研究 研究 C 課題 19K12604 ジェンダークオー の 学 度 と
研究代 者 申 、 学研究 研究 C 課題 19K12603 にお る移 ⼥性の ⽣

⼒ 置 グローバル・シ ィ のジェンダー 研究代 者 ⼤ 、 学研究 研
究 C 課題 19K01570 18 世 リ ンにお る⼥性 の 利主 的フェミ ムの可
能性 研究代 者 井広 、 学研究 研究 C 課題 18K00034 外国の ⼦ドナー
の 名性と ⽣者の る 利の対 への対 に関する研究 研究代 者 、 学研究

研究 C 課題 17K02067 代インド シ にお る 移 ・ 事 者 の 容 研究代
者 ⼦ である。 

その 、 学研究 研究 A 課題 19H00607 移 ⼊れ国 し国の 策 関
国際 会学からの⽐較研究 研究 担者 ⼦ 、 学研究 研究 B 課題 18H00817

⼥性の の 国会 ・ への ・ リング調査 研究 担者 申 、 学研究
研究 B 課題 19H01578 ⽣ の国際性 業にお る 本の 事・ 者の

的 と 研究 担者 ⼤ 、 ⼦ では、当研究所の研究 たちが研究 担者とし
てプロジェクトに している。 

外 の は、研究所が の⾼い研究を うために かせないが、 なる研究 を調 するこ
と以上の を つ。 的 への は、研究所の ンバーらが各 で れた成果を 指
す動機を するとともに、 担者として研究所 通のプロジェクトや国内外の研究 ットワークに

し、 研究者らとの交流を進める機会を する。 て、今年度研究所構成 ンバーによる れ
た外 状況は、そのような に き、研究所の研究活動が⾼く された 果と え、
来年度につなげたい。 
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国際シンポジウム・ 
セミナー 

 

2020 年度 国際シンポジウム・ 
セミナー 要 

主催国際シンポジウム  

主催 セミナー  

主催 研究会  

 

研究プロジェクト 

年度 学会等活動⼀  

 

⼦ 所⻑  

本 学会 集 、 本 リカ 学会 ・ 集 、 本 リカ 学会
、 本 リカ学会、 ⼤学改 ・学 授 機構 学 査会  

 

申 教授  

International Political Science Association、American Political Science Association、European Conference on Gender 

and Politics、International Association for Feminist Economics、 本 学会 研究会 ジェンダーと
研究会 、 、 、 本フェミ スト 学会、 本 会 策学会、 ウル⼤学 本学研究所

本 海外 集 、 ⼤学⼥性学研究所 ⼥性学研究 集 、 ウル⼤学⽐較地 研究
会 同研究 、 本⽐較 学会、 ⼥性・ ・ 学会 

 

⼤ 教授  

International Association for Feminist Economics、 本 会学会、関 会学会、 本フェミ スト 学会
事会 、 会とジェンダー 集⻑ 、ジェンダー 学会 常任理事 、 代中国学会、中国⼥性 研
究会、 理 学会 ジェンダー 会 

 

井広 任  

学 学会、 本イ リス 学会、 会思 学会、 思 学会、 本フェミ スト 学会 事 、
本 機 業学会、 理 学会 ジェンダー 会コ ンバー  

 

任  

本 学 学・ 理学会 国際 集 、広 会 、 本⽣ 理学会 、 本⽣
学会、European Society of Human Reproduction and Embryology (ESHRE)、Society for Social Studies of Science

S  

 

⼦ 任  

International Association for Feminist Economics、 本 会学会、国際ジェンダー学会 理事・ 、 本フ
ェミ スト 学会 事・ 査 、移 策学会、 ジ 学会、 ジ 学会、インド シ ⼥性・
ジェンダー・⼦ 学会 Salasika 査  
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